
〔県民局だより〕 

津山名物“ホルモンうどん” 

                                美作県民局 畜産第一班 

 「津山」といえば「ホルモンうどん」とい

うイメージが浸透してきたのではないか？

と思いますが、改めてご紹介いたします。 

 「ホルモンうどん」とは、牛ホルモン（内臓

肉）入り焼きうどんのことで、津山の隠れた名

物料理と言われています。当地域で「ホルモン

うどん」が定着した背景には、古くから中国地

方が和牛の主産地であり、津山地域も農耕用と

して和牛の飼育が盛んに行われていたことや、

その後、食肉需用の高まりを受け、肉用牛とし

ての生産、食肉処理業、流通業が発展し、新鮮

な牛肉や内臓肉などが流通、販売される環境に

あったことなど様々な要因が挙げられます。津

山には焼肉店や鉄板焼店も多く、ホルモンを食

べた仕上げとしてうどんを入れて食べられてい

たそうです。 

 現在、この「ホルモンうどん」によるまちお

こしを推進しているのは、ご存じ「津山ホルモ

ンうどん研究会」です。同研究会事務局（津山

市観光振興課内）によると、「ホルモンうどん」

に着目したのは、平成 17 年に第 60回国民体育

大会柔道競技会が津山市で開催された際、津山

に来られる選手や関係者、観光客へ津山らしさ

を感じてもらうおもてなし料理として紹介した

ことがきっかけだそうです。そして、平成 18

年に市中心部のお店を紹介した最初の「津山名 

物ホルモンうどんＭＡＰ」を作成（当時、ホル

モンうどんマップ作成委員会）、更に平成 20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年３月には全市的な調査をもとに市内 25 店舗

を掲載した改訂版「津山ホルモンうどん地図(マ

ップ)」を作成、配布部数は現在までなんと４万

５千部！。 

 同研究会のここ１年間の活動実績は、テレビ

やラジオ、新聞、雑誌等への取材協力・情報提

供が約 36件、県内外のイベントでのＰＲ販売が

12 ヵ所（遠くは長崎県諫早市まで遠征）。また、

昨年は「Ｂ級ご当地グルメでまちおこし団体連

絡協議会（通称：愛Ｂリーグ）」に入会し、今

年９月に秋田県で開催される「第４回Ｂ－１グ

ランプリ」への出場を目指しておられます。こ

のような積極的なＰＲ活動により、県外から津

山へ「ホルモンうどん」を食べに来られるお客

さんも多くなっているそうです。 

 お店の紹介は、前述のマップの他、同研究会

のブログにも掲載されています。味付けは、醤

油、味噌、ソース味とお店ごとに異なり、自家

製だれを作っている店舗もあります。ホルモン

は一般的な小腸、大腸だけでなく、センマイ、

ミノ、心臓など様々な部位が含まれ、鉄分、カ

ルシウム、ビタミンなどが豊富で意外と低カロ

リーのヘルシーなお肉なのです。アツアツの焼

きうどんにプリプリのホルモンの旨みが口の中

に溢れる．．．。皆さんも是非、おいしい「ホ

ルモンうどん」を探しに津山へお越しください。

（煮込みうどんタイプもいかが？） 

津山ホルモンうどん研究会とは？ 

 会長は鈴木康正氏。そうです、養蜂業で有名な

あの鈴木会長さん。「なぜホルモンうどんな

の？」と聞かれると、「ハチノス胃があるから」

だとか？？？。 

 ブログ URL http://horumon.sblo.jp/ 

ホルモンうどんマップ VoL.2 号近日発行予定！ 

    （資料提供：津山ホルモンうどん研究会） 


